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会議次第 

（１） 事務事業評価の実施方法について 

 

（２） その他 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。 

 

１ 傍聴者確認 

２ 議事 

（１）事務事業評価の実施方法について 

事務局から昨年度までの事務事業評価方法及び平成２７年度以降の事務事業

評価の実施方法案の説明を行い、質疑等を行った。 

（２）その他 

 

（以下、質疑応答・意見交換 ○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

（１） 事務事業評価の実施方法について 

○事務事業評価の対象事業を抽出するための資料となる「チェックシート１」は誰が

作成するのか。また、経営評価委員会ではどの点に対し審議評価するのか。 

●「チェックシート１」は、ＰＰＰ活用指針に基づく事業実施手法の見直し対象基準

により各局区において対象事業を選定し、事業実施担当課が作成している。この見

直しの中で対象となった事業から評価対象事業を抽出し、各局区の評価会議におい

て１次評価を行う。経営評価委員会では、各局区の評価会議が行った評価に対して

審議評価をしていただくことを想定している。また、現行実施手法から変更する事

業のみでなく、変更しない事業についても評価していただくことも考えている。 

○経営評価委員会での評価の対象となる事業数は、何件程度を想定しているのか。ま

た、見直しの対象事業は各局区で選ぶとのことだが、対象事業の選択に恣意性が生

じる恐れはないか。 

●十数件程度を想定している。見直しの対象事業の選択に当たっては、各局区の総務

室等と経営監理課との間で調整する。チェックシートの作成を行った事業について

は、一覧にして経営評価委員会へ報告したい。 

また、評価対象事業については、事務局案として対象とすべき事業を抽出し、経営

評価委員会に諮っていきたい。 

○前年度までの評価方法に対する課題への対応状況はどのようになっているのか。 

●総合計画の進行管理と一体的な事務事業評価については、総合計画審議会と審議事

項が重複する部分があったため、総合計画の施策を構成する主な事業の評価は、総

合計画審議会に委ね、事務事業評価は、事務改善を行えるような小規模な事業につ

いてもできるようにしていく。 

○事業実施手法の見直し対象事業の選定基準に、指定管理者制度の導入していない施

設の業務が対象となっているが、指定管理者制度を導入している施設についても見



直すべき箇所があるのではないか。 

●指定管理者制度について、指定期間の適正性、雇用の問題等の課題があることは承

知している。しかし、事業に対する評価ではなく制度に対する評価の側面が強いた

め、別に検討している。 

○事務事業評価の視点の中で、年度別のテーマとして必要性の項目があるが、この項

目は事業の存続にもかかる視点のため、評価が難しいのではないか。 

●必要性の視点は例示として挙げさせていただいた。必要性の視点については民間が

実施してもよいのではないかといった観点からの評価を想定しているが、テーマの

抽出を含めて経営評価委員会へ諮る予定であるので、必要性の視点が必須なわけで

はない。 

○評価を行う際に、各事業の具体的な部分が不明確なままでは判断がしにくい。手法

の変更により、どのように事業が変化するのかが分かる資料や手法に対する市とし

ての１次的な評価資料を併せてお願いしたい。 

○評価の視点に市民満足度の向上があるが、各事業に対する市民から意見・要望・苦

情等を吸い上げる手段はあるのか。 

●わたしの提案制度やインターネットを通して各所管課へ意見を伝える制度が運用さ

れており、その制度を基に所管課が意見等を把握し対応を行っている。 

○市役所前駐車場の管理など手法の変更を行った事業について、その成果・効果につ

いて市民が知る機会がほしい。 

●成果・効果の情報開示は重要であると考えている。事業所管課にもこういった意見

があったことを伝えたい。 

○利用料金の納付方法等、事業単位の評価では反映しきれない部分があると思うが、

その点について市の考えを伺う。 

●評価シート上では反映しきれない部分については、付帯意見や自由意見として反映

させていきたい。また、付帯意見等を同種の事業に展開させられるよう、フォロー

アップを図っていきたい。 

○「ＰＰＰ活用指針」は、指針を初めて見る委員にとっては非常に難解であると思う。

必要に応じて、指針を補足する資料や説明が必要なのではないか。 

●基礎的な説明を丁寧にしていく中で、十分な審議をしていただける環境を整えてい

けるよう努めていきたい。 

○ＰＦＩにおけるサービス提供型と独立採算型のように、事業形態内にいくつかの選

択肢が残されている場合、チェックシートだけでは有効な事業形態が絞りきれない

のではないか。 

●チェックシートはあくまでも形式的な評価なので、導き出された評価をよく検証す

る必要があると考えている。そのため、チェックシートは、既存の事業形態と比べ

より有効な形態がある可能性の有無を判断するものとして捉えていただきたい。 



○経営評価委員会で評価を実施した事業について、評価の結果としてどのようになっ

たのかを知る機会が必要だと考えている。 

○経営評価委員会では、何を評価するのか。 

●「事務事業評価シート」には、市民満足度の向上等の実施手法に対する評価の視点

が挙げられているが、各視点に基づく評価の妥当性の検証などを行っていただく予

定である。 

 

 

（その他意見） 

○弁護士等への市民相談の拡充を、市の事業として進めていただきたい。 

○２０２５年に団塊の世代がすべて後期高齢者となり、老人医療の費用が増加するこ

とが予想される。今後の１０年間で、医療費の増加率が上昇しないよう施策を進め

ていただきたい。 
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